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研究成果の概要（和文）：統合失調症は、遺伝率80%の多因子遺伝疾患である。同胞を含むその非罹患第1度近親
者は、患者の半分の遺伝リスクを有する。非罹患近親者は、罹患期間、重症度および服薬の影響を受けず統合失
調症にて障害される認知機能、脳構造、神経生理機能などの中間表現型との関連の検討に有用である。
　本研究では、統合失調症に有用な中間表現型を見出すために、統合失調症患者、非罹患近親者、健常者におい
て認知機能、脳構造、社会機能、QoLとの関連を検討した。注意機能、前帯状回体積、対人関係、社会心理関係
QoLが統合失調症の中間表現型として有用であることを見出した。

研究成果の概要（英文）：Schizophrenia (SCZ) is a common and complex psychiatric disorder with a high
 estimated heritability of approximately 80%. Family, twin, and adoption studies of SCZ have 
indicated that the risk of occurrence is increased approximately 10-fold in first-degree relatives 
(FR) including siblings of SCZ. The FR is useful in investigating intermediate phenotypes, such as 
cognitive function, brain imaging, neurophysiological function, for SCZ because the FR would not be 
affected by duration of illness, severity or medication. 
In this research, we investigated differences in cognitive function, brain structure, social 
function and quality of life (QoL) among SCZ, FR and healthy subjects to identify prominent 
intermediate phenotypes for SCZ. We found that attention, anterior cingulate cortex volumes, 
interpersonal relationship and psychosocial QoL would be useful intermediate phenotypes for SCZ to 
understand the pathophysiology implicated in SCZ.

研究分野： 精神医学
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１．研究開始当初の背景 
統合失調症は、遺伝率 80%の多因子遺伝疾

患である。同胞を含むその非罹患第 1度近親
者は、患者の半分の遺伝的リスクを有する。
非罹患近親者は、罹患期間、重症度および服
薬の影響を受けず統合失調症にて障害され
る認知機能、脳構造、神経生理機能などの中
間表現型との関連の検討に有用である。しか
し、サンプル収集の難しさから世界的にも非
罹患近親者を対象とした中間表現型研究は
少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、統合失調症患者の非罹患

近親者において統合失調症にて障害される
認知機能、脳構造、神経生理機能、性格傾向
などの中間表現型を検討し、統合失調症に関
わる分子遺伝基盤を解明することである。 
 
３．研究の方法 
統合失調症患者だけでなく、その非罹患第

1 度近親者をリクルートし、採血及び各種の
認知機能、頭部 MRI、社会機能、性格傾向及
び神経生理学検査を実施した。期間中に各種
検査によりリクルートした対象者数が異な
るが、統合失調症患者 200 例、非罹患近親者
80 例、健常者 150 例の中間表現型データを収
集した。 
この中の認知機能 統合失調症認知機能簡

易評価尺度(BACS)及び脳構造画像のある統
合失調症患者 81 例、非罹患近親者 20 例、健
常者 25 例において、統合失調症の有用な中
間表現型の有無について検討した。 
さらに、社会機能 Social Functioning 

Scale (SFS)および生活の質 Schizophrenia 
Quality of Life Scale (SQLS)データのある
統合失調症患者、非罹患近親者、健常者にお
いても統合失調症の有用な中間表現型の有
無について検討した。 
 
次に、統合失調症に有用な中間表現型を見

出すために、SFS や NIRS による言語流暢性課
題中の前頭葉賦活化を用いて統合失調症、う
つ病、双極性障害といった主要精神障害間の
疾患特異性の同定を試みた。 
 
 遺伝子解析では、統合失調症の大規模全ゲ
ノム関連解析で同定された128個の遺伝子多

型において、アジア人および欧米人間におけ
る遺伝子多型頻度の民族差を検討した。 
 
４．研究成果 
統合失調症、非罹患近親者、健常者におい

て認知機能 BACS との関連を検討した。6つの
BACS 項目のうち、言語流暢性と注意機能は 3
群間で差を認め、有用な中間表現型であるこ
とが示唆された (図 1)。 
次に、診断情報に関係なく BACS 項目のみ

を用いて対象者を3つの認知機能クラスター
に分類した (図 2)。認知機能が正常域である

クラスター1 は健常者や非罹患者から形成さ
れ、患者は含まれなかった。認知機能障害が
重度であるクラスター3 は患者と非罹患者か
ら形成された。認知機能障害が中等度のクラ
スター2 は各群から形成された。さらに、診
断および認知機能クラスターと前帯状回体
積の関連を同定した。以上より患者、非罹患
近親者、健常者だけでなく認知機能障害もス
ペクトラムであることが示唆された (Ohi et 
al. Neuroimage Clin 2017)。 
 
同様に、社会機能 SFS の中では対人関係が、

生活の質 SQLS の中では心理社会的 QoL が統
合失調症患者、非罹患近親者、健常者間で有
意に異なることを見出した (In submission)。 
 
さらに、SFS を用いた主要精神障害間での

比較では、社会機能の対人関係が特に統合失
調症で障害されていることを (図 3, 
Yasuyama et al. Psychiatry Res 2017)、精



神障害 (統合失調症、うつ病、双極性障害)
の家族集積性が言語流暢性課題中の前頭葉
賦活化に影響を及ぼすことを (図４、Ohi et 

al. Sci Rep 2017)、128 個の統合失調症関連
遺伝子多型の頻度に民族差があること(Ohi 
et al. Transl Psychiatry 2017)を見出した。 
 
引き続き非罹患近親者を用いた包括的中

間表現型解析に着目して、統合失調症の分子
遺伝学的基盤を明らかにしていく。 
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